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・

・ 体験型の講習は記憶に残るのでいいと思います。
合理的配慮については非常にあいまいで正解がない部分が多い。社員が理解しているか
をはかる指標もない。この先どう教育していくのがベストなのか、一社員としてじゃな
く個人としても勉強していく必要性を感じる。

バリアフリー教室（函館会場）実施概要

北海道旅客鉄道株式会社　函館駅
（北海道函館市若松町１２−１３）

実際に目を隠して体験することで、当事者はこういう感じの中で過ごしているのかと身
にしみて感じたので、今後対応することがあれば今日教わったことや感じたことを思い
出して対応していきたいです。

障害者差別解消法の合理的配慮が令和６年４月１日から義務化されたこ
とへの改めての周知と内容理解、障がい当事者講師からは声掛けやサ
ポートの留意点など心のバリアフリーに関する座学講習を実施するとと
もに、実際に駅構内・車両を利用して視覚障がい者及び車いす利用者の
擬似・介助体験を行った。

北海道旅客鉄道株式会社
北海道運輸局函館運輸支局

一般社団法人函館視覚障害者福祉協議会

令和６年９月２５日（水）10:00～12:30

北海道旅客鉄道株式会社　函館支社管内の駅社員8名
大泉函館市長、函館市保健福祉部障がい保健福祉課長

北海道


